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                           芹澤和子 会長

本日は鶴田君の会員卓話です。ゲスト、ビジ

ターの皆様ようこそいらっしゃいました。

3月は識字率向上月間です。1986年以来国際

ロータリーの強調事項です。地域の識字水準がそ

の地域の生活水準に直結することから、読み書

き、計算の出来ない人達を援助活動するプロジェ

クトを支援する活動です。識字率が低いアフリカ

では読み書き、計算などが出来ない人が、現在約

7億7,600万人います。その2/3は女性です。この

数字を見て皆様はどう思いますか？日本では考え

られません。日本では読み書き、日常の計算がで

きることは当たり前です。でも識字率が低い国で

は女性が教育を受けることに対する社会的な理解

が不足しているため、親や地域社会、女性自身も

教育を受ける意欲がなくなってしまう社会的背景

があります。そのほか貧困家庭の子供は家庭の労

働力であったり、学費が払えない、早婚、幼児

婚、貧しい農村では女の子の結婚は16歳未満、さ

らに貧しい農村では10代で結婚しますので、教育

の機会もなく、嫁ぎ先は労働力です。教育の環境

も悪く遠距離での通学のため、野生動物の被害、

性犯罪の危険を伴うこともあります。日本女性の

就学率100％に比べ、カメルーンでは小学校就学

率は0に近く、中学は男性で35％女性は28％で

す。

では、ロータリー活動の一つを紹介いたしま

す。デスクバリーロータリークラブのラジャ=

ジャン女性会長です。アフガニスタンでは2005年

過激な武装勢力が女性の教育に反対をして、非情

な弾圧をかけておりました。会長はロータリーク

ラブに呼びかけ寄付を集め、国際ロータリーの支

援も受けて2008年に女性の学校を設立しました

が、テロリズムにより生徒、先生、職員149名の

命が失われました。そのことにも負けず祖国の少

女のための学校を再建致しました。現在は400名

以上の女子が教育を受けているそうです。国全体

が女性の教育を必要としていない国でのこの活動

は想像以上に大変だった事と思います。ラジャ=

ジャン会長の活動内容を、自分の命を顧みず活動

していたことに対し尊敬の念をもって読ませてい

ただきました。

日本は本当に恵まれております。そして字を

書く機会も少なくなり計算も数字を打つだけで考

えなくても答えが出ます。大変便利になりました

が、人は他の動物にない考えることができる頭を

神様からいただいております。一日一回、予定、

反省、明日への意気込み等を文字に落としたら如

何でしょう、と自分自身にも問いながら会長挨拶

とさせていただきます。

　　　　　　　３月のプログラム

1130回 12:30
3月12日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ④ 
IM実行委員長　井上武雄君

1131回 18:30
3月19日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑤ 
25周年記念例会実行委員長　
栗原侑男君　　　　　　夜間例会

1132回 12:30 
3月26日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　IAC活動報告他 
加藤学園IAC

会　　　長 芹澤和子 幹　　　事 植松　正

広報委員長 久松　但 編　集　者 土屋昌之

ロータリーに輝きをロータリーに輝きを

例会場:ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津 例会日:毎週木曜日
　　12:30点鐘   　(第三木曜日-18:30)

　　事務局 ●TEL&FAX　055-967-2152
　　事務担当者 ●川口恵美
　　E-mail ●numawestrc@ny.thn.ne.jp

● クラブテーマ ●

   ロータリーで未来の夢を実現しよう

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報

■■　本日のプログラム　■■ 

会員卓話　　　鶴田龍聖君

2014～2015年度

第24巻33号
2015年3月5日

◆◆第1129例会　会長挨拶◆◆
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クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数25名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1129回 25名 18名 -   72.00%

1127回 25名 21名 1   88.00%

●ゲスト

1.鈴木和憲様

●ビジター

1.石川秀雄様：沼津RC

2.杉山栄一様：沼津北RC

3.影島山弘様：沼津北RC

4.内野　聡様：沼津北R

●欠席者(7名)

頴川ゆう子、伊縫文哉、室伏博子、成田みちよ、

尾島康夫、重光　純、上野祥行

●他クラブへの出席者

芹澤貞治、宮島賢次（2/28地区チームセミナー）

●スマイル報告(本日のスマイル　14,000円）

1.石川秀雄様（沼津RC）：おじゃまします。井上

さんには、お世話になっております。

2.杉山栄一様（沼津北RC）：本日は、お世話にな

ります。

3.芹澤和子：誕生日のお祝いありがとうございま

す。

4.植松　正：入会記念日のお祝いありがとうござ

います。

5.鶴田龍聖：本日は、卓話の時間、ありがとうご

ざいます。

6.芹澤和子、7.植松　正：鶴田龍聖さん、本日卓

話、よろしくお願い致します。

8.鈴木良則：鶴田さんの卓話、楽しみです。

幹　事　報　告

1.他クラブの例会変更等

①沼津北ロータリークラブ

3月10日(火)　裁量休会（MU受付　11:30～12:30）

2.報告・連絡事項

①次回は理事会がありますので、理事の方は

出席ならびに協議資料の提出をお願いします

。

会員卓話　

鶴田　龍聖　君

◎易の原点は「政治・商売・企業」に利用
「十刊(じゅっかん)」と「十二支(じゅうにし
)」と「九星(きゅうせい)」から成立

此の三つを
◎「天の気」「地の気」「人の気」と言う。

「天の気」を、
◎十刊　甲(こう)・乙(おつ)・丙(へい)・丁(
てい)・戊(ぼ)・己(き)・庚(こう)・辛(しん)
・壬(じん)・葵(き)
　（甲(きのえ)・乙(きのと)・丙(ひのえ)・
丁(ひのと)・戊(つちのえ)・己(つちのと)・
庚(かのえ)・辛(かのと)・壬(みずのえ)・葵(
みずのと)

◎十二支

◎子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉
・戌・亥
　　孳（はらむ）・紐(ひも)・演(えん)・迎(
げい)・振(ふる)・紀(き)・杵(きね)・味(あ
じ)・伸(しん)・醸(くら)・滅(めつ)・核
（起記）
鼠・牛・虎・兎・龍・蛇・馬・羊・猿・鶏・
犬・猪

◎人の気

◎九星「一白(水)・二黒(土)・三碧(木)・四
禄(木)・五黄(土)・六白(金)・七赤(金)・八
白(土)・九紫(火)」
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　　　　　　　　　芹澤和子 会長 

私が「生命保険募集人」としての仕事をいたし
まして、早32年になります。先日ある人の話のな
かで、私が仕事に長い間打ち込めた気持ちを代弁
してくださったような気がして今日話したいと思
います。

生命保険の仕事をしていると言いますと、「掛
け捨てでもったいない」「生保のおばちゃんがひ
つっこい」「わかりにくい」などマイナスの言葉
がつきまといます。しかし、私はこの仕事に誇り
をもっております。生命保険とは、相互扶助の考
え方、「一人が万人のために、万人は一人のため
に」という考え方に基づいているからです。

たとえば、定期保険（保障期間が定期、基本的
に掛け捨て）に35歳男性が20年間、保険金5000万
円に加入した場合月掛保険料は17000円です。20
年間の合計保険料は408万円になります。何事も
なければ、本人は408万円掛け捨てとなります
が、他でご主人を亡くしてしまったご家族の生活
を死亡保険金で救うことになるわけです。即ち自
分の支払った保険料の一部が他の人を助けており
ます。まさしくお金が活かされている。どこかで
役に立っていると思いませんか？生命保険の営業
というと「お願いセール」をよく耳にします。で
も私は、生命保険そのものの考え方に賛同し、生
命保険に携わる仕事につきました。　生命保険は
「販売するものではない募集するものだ」とよく
言われました。辞書に募集とは希望する人を募り
集める事と記されています。生命保険の「相互扶
助精神」「一人が万人のために、万人は一人のた
めに」の思いに誇りを持ち仕事を続けてきまし
た。

そして生命保険の仕事は契約いただいた後から
も始まります。お客様に寄り添い、少しでも支え
にと常に思っております。

大変良い詩を紹介いたします。この詩は日本生
命ＣＭで起用される際カラーテレビの便利さがパ
ソコンの便利さにリメイクされたそうです。

愛する人のために　　谷川俊太郎

保険にはダイヤモンドの輝きもなければ、パソ
コンの便利さもありません。けれど目に見えぬこ

の商品には、人間の血が通っています。人間の未
来への切ない望みがこめられています。愛情をお
金であがなうことはできません。けれどお金に愛
情をこめることはできます。生命を吹き込むこと
はできます。もし、愛する人のために、お金が使
われるなら。

以上会長挨拶と致します。

　　　　　　　3月のプログラム

1131回 18:30
3月19日(木） 

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑤ 
25周年記念例会実行委員長　
栗原侑男君　　　　　夜間例会

1132回 12:30
3月26日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  IAC活動報告他 
加藤学園IAC          

4月のプログラム

1133回 18:30
4月04日(土)

お食事処　松韻　花見家族例会 
クラブ管理運営委員会

1134回 12:30
4月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　PETS報告 
次年度会長・幹事

1135回 18:30
4月16日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑥ 
クラブ広報委員会　　夜間例会

1136回 12:30
4月23日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津地区協議会報告 
次年度会長・幹事・新会員

　　　　　

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数　26名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1130回 26名 24名 - 92.31%

1128回 25名 24名 0名   96.00%

●スマイル報告（本日のスマイル 13,000円）

1.芹澤和子、2.植松　正、3.田村治義、4.栗原侑
男、5.本村文一、6.杉山真一、7.土屋昌之、8.頴
川ゆう子、9.上野祥行、10.室伏博子：鈴木和憲
さん、ご入会おめでとうございます。

11.鶴田龍聖：鈴木和憲君、御入会おめでとうご
ざいます。今後の活躍をお祈りします。

12.鈴木良則：栗原さん、このたびは、大変お世
話になりまして、ありがとうございました。

13.下原満知子：遅れてすみません。

会　　　長 芹澤和子 幹　　　事 植松　正

広報委員長 久松　但 編　集　者 土屋昌之

ロータリーに輝きをロータリーに輝きを

例会場:ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津 例会日:毎週木曜日
　　12:30点鐘   　(第三木曜日-18:30)

　　事務局 ●TEL&FAX　055-967-2152
　　事務担当者 ●川口恵美
　　E-mail ●numawestrc@ny.thn.ne.jp

● クラブテーマ ●

   ロータリーで未来の夢を実現しよう

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報
2014～2015年度

第24巻34号
2015年3月12日

◆◆第1130例会　会長挨拶◆◆

■■　本日のプログラム　■■

クラブフォーラム④　 IM 実行委員長
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●欠席者(2名）

伊縫文哉、成田みちよ

●他クラブへの出席者

芹澤和子、植松　正（3/7富士宮RC創立50周年）

幹事報告

1.他クラブの例会変更等

①富士宮西ロータリークラブ

3月20日(金)　25周年記念例会　点鐘18:30　

富士市甲羅本店

2.報告・連絡事項

①本日は理事会があります、理事の方は宜しくお
願いします。

②26日は、IACの生徒による活動報告があります
。ペットボトルのキャップがありましたら、ご持
参ください。

理事会報告

協議事項

①4月度プログラムの件　クラブ管理運営委員長 
田村治義君　⇒承認

②花見例会の件　クラブ管理運営委員長　田村治
義君⇒承認

・曜日変更のうえ、開催場所を三島市のお食事処 
松韻にて家族例会として行うものとする。

③PETS登録料ならびに交通費支給の件

・参加者4名：芹澤貞治G補佐、宮島G補佐事務局
、田村会長、杉山幹事（いずれも次年度肩書）

・交通費　　：自家用車1台で高速代・燃料代等
を考慮して支給とする。⇒承認 
④新会員（鈴木和憲君）の所属委員会の件

・クラブ管理委員会所属とする。⇒承認

⑤地区協議会の交通手段の件

・交通手段は中型バスとし、柿田川RCと1/2の分
担とする。⇒承認

⑥富士山吉原ロータリークラブ60周年記念例会
（5/21）の件

・祝儀は、会長・幹事とする。⇒承認

⑦沼津チャリティーラン2015に対する後援要請あ
る件

・奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会より、協賛金円を支出する 

　⇒承認

⑧静岡第1・第2・第3分区レディース交流会の会

費・交通費支給の件

・参加者2名（芹澤和子会長、成田みちよレディ
ース部会長）に対し、会費、電車代を支給する。

⇒承認

新入会員紹介

会員氏名 　　鈴木　和憲　君

職業分類   　医療機器販売

事業所名 　　株式会社　東海医療器械

事業所での地位　代表取締役

事業所所在地　　〒410-0022　沼津市大岡901-3
事業所電話　　　　055-921-5387

事業所FAX　　　　055-923-7457

推薦者　　　　　　鶴田　龍聖

クラブ管理運営委員会報告
　　　　　　　　

　　　　　　　　IM 実行委員長　井上　武雄

　本日のクラブフォーラムは、先月参加したＩＭ
の感想・意見を伺い、、来年行いますＩＭに向け
て、参考にさせていただきたく発表していただき
ました。

　発表いただいた意見は下記になりますので来年
度のＩＭの参考にしたいと思います。

・挨拶が短かったので、時間配分が難しい。 
・友愛の広場の運営について（飲料がなかった、
場所が狭く混雑していた等） 
・予算の割り振りを早目に教えてほしい。 
・アトラクションが長く、交流ができなかった。
（アトラクションは１つでいいのではないか）

・講演はよかった。女性だけのテーブルは意外と
つまらない・待合室の確保が必要ではないか。 
・来賓の方の表示は大きくしたほうがよい。

頴川（３，１） 久松（　④　） 井上（　３　） 伊縫（　２　） 栗原（　④　） 宮島（④）＋１ 宮口（　３　）

本村（　④　） 室伏（　３　） 名古（　④　） 成田（　２　） 尾島（　１　） 芹澤貞（④）＋１

杉山（　④　） 鈴木博（④）＋１ 田村（　④　）

鶴田（　④　） 植松（　④　） 上野（　④　） 渡邉（　④　）

-------------------------２月分出席一覧 -----------------------

芹澤和(④)+１

重光（④)＋１ 下原(　④　) 鈴木良(　３　) 土屋(　④　)

例会出席％　88 . 00　% 地区報告％　89 . 00　%

氏名(ホームクラブ出席数、他クラブ出席数)＋超過出席数。丸数字はホームクラブ出席100%を示す。
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芹澤和子 会長 

本日は25周年記念例会のクラブフォーラムで

す。よろしくお願いいたします。

私がロータリーに入会しました2005年11月に

いただいた10周年記念例会のCDを昨夜久しぶりに

拝見いたしまして、当時の若いメンバーに会えま

した。15周年記念の時の私は入会したばかりでし

た。例会を行うまでのメンバーの協力と大変な作

業や活動で記念例会が盛大に開かれたと感じてお

ります。

人生における25歳とは20代の折り返し地点。

そして小さいころわからなかった事が大人の認識

で理解できる年だとも言われております。たとえ

ば母親の直感でいう小言が正しかったと思った

り、外見にとらわれず自分の魅力に自信を持ち行

動することで素晴らしい伴侶に巡り合えたり、素

直に「ありがとう」の言葉が言えて、怒りを翌日

まで持ち越さない精神力が出来始めます。自分の

気持ち次第で人生の満足感は変わることを体験し

たり、おいしいお酒を知って豊かな気持ちで仲間

と飲めたり、人生計画の許容範囲であれば柔軟に

変えられる発想をしたり、信頼を得るための一つ

一つの積み重ねが大事だと感じたり、もっと大き

な人になるために自分の師を見つけ、外側に目を

向けて学ぶ機会が訪れる頃です。さらに歳を重ね

るたびに体も気持ちも変化していくことを感じた

り、他人からの痛みは必ず成長のためと思い感謝

したりするようになる。このようなことを感じら

れる歳だと言われております。その先に豊かな人

生と自分で限界を作らない人生、感謝を忘れない

人生が生まれてくる年齢だと言われております。

この言葉を聞き、私の体は74年間歳を重ねて

おりますが、精神はまだ25歳にほど遠いと感じて

おり、少しでも近づきたいと思います。

我がクラブの25周年も親元から離れ立派に独

り立ちする大切な年齢になります。

3月のプログラム

1132回 12:30
3月26日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津  IAC活動報告他 
加藤学園IAC          

4月のプログラム

1133回 18:30
4月04日(土)

お食事処　松韻　花見家族例会 
クラブ管理運営委員会

1134回 12:30
4月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　PETS報告 
次年度会長・幹事

1135回 18:30
4月16日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑥ 
クラブ広報委員会　　夜間例会

1136回 12:30
4月23日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津地区協議会報告 
次年度会長・幹事・新会員

　　　　　

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数　26名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1131回 26名 23名 - 88.46%

1129回 25名 18名 5名   92.00%

●欠席者(3名）

頴川ゆう子、伊縫文哉、鈴木良則

●他クラブへの出席者

重光　純（3/16　沼津柿田川RC）　頴川ゆう子、
室伏博子、上野祥行(3/17　沼津北RC)　伊縫文哉
（3/19　富士山吉原RC）

会　　　長 芹澤和子 幹　　　事 植松　正

広報委員長 久松　但 編　集　者 土屋昌之

ロータリーに輝きをロータリーに輝きを

例会場:ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津 例会日:毎週木曜日
　　12:30点鐘   　(第三木曜日-18:30)

　　事務局 ●TEL&FAX　055-967-2152
　　事務担当者 ●川口恵美
　　E-mail ●numawestrc@ny.thn.ne.jp

● クラブテーマ ●

   ロータリーで未来の夢を実現しよう

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報
2014～2015年度

第24巻35号
2015年3月19日

◆◆第1131例会　会長挨拶◆◆

■■　本日のプログラム　■■

クラブフォーラム⑤25周年記念例会実行委員長 
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●スマイル報告（本日のスマイル  7,000円）

1.植松　正：栗原実行委員長、本日のフォーラム

、よろしくお願いします。

2.本村文一：栗原さん、本日は、フォーラム、お

つかれさまです。

3.名古良輔：鈴木和憲さん、入会おめでとうござ

います。これからは、ロータリー街道を一緒に走

りましょう。

4.成田みちよ：所用につき、早退させていただき

ます。

5.レディース会：3月6日、レディース会残金です

。

幹事報告

1.他クラブの例会変更等

①富士山吉原ロータリークラブ

4月09日(木)　祝寿の会　於：長泉山荘　

点鐘18:00　

MUはホワイトパレス、フロントにて11:30～12:30

2.報告・連絡事項

①次週は、IAC の生徒による活動報告があります

。ペットボトルのキャップがありましたら、ご持

参ください。

②4/4(土)の花見例会の出欠席をご記入ください

。

クラブフォーラム　　25周年実行委員長 

　　　　　

         25周年実行委員長　　栗原　侑男

  25周年記念実行委員長を仰せつかりました、栗

原です。実行副委員長に杉山真一君をお願い致し

ました。

  沼津西ロータリー・クラブの創立は1991年、平

成3年5月30日。親クラブは沼津北ロータリー・ク

ラブです。25周年記念例会日は平成28年5月29日

（日）とさせて頂きます。会場は通常例会場ニュ

ー・ウエルサンピア沼津にて開催いたします。  

一年二ヶ月間があります。皆さんこの日は是非と

も他の予定を入れず全員出席でお願い致します

。IM が平成28年2月28日。3ヵ月後に25周年記念

例会です。

  委員会は総務、式典、懇親会、記念事業、広報

、会計と六委員会に分けさせて頂きました、IM 

との違いは記念事業の部が多くなります。IM か

ら3ヶ月後と忙しい思いを皆さんにかけると思い

ます。25周年記念例会役員は本日配付した実行委

員会組織票を確認してください。出来るだけIM 

委員会をベースに考えたつもりです。

  周年記念事業として米山記念館へ恒例として寄

付すること、久松会員から沼津市サッカー・クラ

ブへ協賛したいとの意見、要望がありました。私

はサッカーに興味がなく久松会員に内訳をお願い

、説明してもらいました。他に意見がなければ決

定させてもらいます。

　予算的な面はこれからの事で地区補助金申請が

4月末までとのことですので、その他何かありま

したら3月30日までに意見を聞かせてもらいたい

と思います。

  記念講演は RI 会長方針と田村会長年度のクラ

ブテーマが決定したらそれに沿ったものを考えた

いと思います。何方かやりたい事業があれば意見

を聞きたいと思います、これから小委員会を開い

て各委員会の予算を考えなくてはなりません。次

年度西ロータリークラブは様々な行事が重なりま

す。全員が協力なくしては出来ません。宜しくお

願い致します。予想参加人員 80 名前後を考えて

います。
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芹澤和子 会長 

本日は加藤学園IAC活動報告です。楽しみにし
ております。よろしくお願いいたします。

皆様、伊藤和也さんのお名前を聞いたことがあ
りますか？掛川の人です。伊藤さんのお話をした
いと思います。

アフガニスタンの全人口は約2,500万人です。
内1,200万人は干ばつの被害をうけ現在500万人は
飢餓状態に、100万人は飢餓寸前です。アフガニ
スタンは国外からの侵略、内戦、空爆で国土は荒
廃、そして干ばつの被害を受けています。その国
でNGOペシャワール会（代表中村哲医師）が四半
世紀前から井戸を掘り、用水路の建設をしており
ます。

その結果、約5,000ヘクタールの農地を復興さ
せ、この用水路で10万人以上の人を飢餓から救い
ました。この活動に共鳴して伊藤和也さんは、ア
フガニスタンの農業支援に加わりました。一生の
仕事として現地の人になりきり、現地の人たちと
一緒に活動、成長して、子供たちが将来、食料で
困ることがない環境に近づけるよう、草木もなく
気温50度の荒野を現地の人たちと共に日夜作業を
続けました。

この国では貧しい農民は、お金を得るために畑
はケシ（アヘン）が植えてあり、世界最大の産地
となっておりました。その畑をイモ畑に、そして
作物が実りました。アヘンの畑には菜の花が咲き
ました。この活動に伊藤さんの事を「ライオンの
ように何事にも恐れず行動をする人だ」と現地の
人たちは言い、「アフガンの農民になり切って言
葉ではなく、平和的な生き方により困っている
人々に明るさをともした人だ」とNGOのスタッフ
は言っておりました。

2008年8月26日武装グループに伊藤さん拉致さ

れました。彼を慕った 1,000人を超える村民は、
自分の命の危険を顧みず捜索、追跡を致しました
が、犯人の銃弾により伊藤さんは倒れました。享
年31歳。今日は月命日です。2009年2月23日NHKド
キュメンタリー「菜の花畑の笑顔と銃弾　アフガ
ンにささげた青春」で放映されました。

戦いではなく、国を飢餓から救う活動を全世界
で人生をなげうって活動している人が沢山おりま
す。私達は現地に行き直接活動はできませんが、
ロータリーの国際奉仕も同じ様な活動をしており
ます。ロータリアンはいつもその活動を支援して
おります。

4月のプログラム

1133回 18:30
4月04日(土)

お食事処　松韻　花見家族例会 
クラブ管理運営委員会

1134回 12:30
4月09日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　PETS報告 
次年度会長・幹事

1135回 18:30
4月16日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津　ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ⑥ 
クラブ広報委員会　　夜間例会

1136回 12:30
4月23日(木)

ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津地区協議会報告 
次年度会長・幹事・新会員

　　　　　

クラブ管理運営委員会報告

★出席報告（会員総数　26名）

例　会 会員数 出席数 ＭＵ 出席率

1132回 26名 25名 - 96.15%

1130回 26名 24名 2名  100.00%

●欠席者(1名）

尾島康夫

●他クラブへの出席者

頴川ゆう子、伊縫文哉、成田みちよ、重光　純
（3/23　沼津柿田川RC）

会　　　長 芹澤和子 幹　　　事 植松　正

広報委員長 久松　但 編　集　者 土屋昌之

ロータリーに輝きをロータリーに輝きを

例会場:ﾆｭｰｳｪﾙｻﾝﾋﾟｱ沼津 例会日:毎週木曜日
　　12:30点鐘   　(第三木曜日-18:30)

　　事務局 ●TEL&FAX　055-967-2152
　　事務担当者 ●川口恵美
　　E-mail ●numawestrc@ny.thn.ne.jp

● クラブテーマ ●

   ロータリーで未来の夢を実現しよう

沼津西ロータリークラブ週報沼津西ロータリークラブ週報
2014～2015年度

第24巻36号
2015年3月26日

◆◆第1132例会　会長挨拶◆◆

■■　本日のプログラム　■■

IAC活動報告他　　加藤学園IAC　
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●ゲスト

1.松本英教様：加藤学園 IAC 顧問

2.小海莉奈様：加藤学園 IAC 会長

3.増田知美様：加藤学園 IAC 副会長

●スマイル報告（本日のスマイル  14,000円）

1.重光　純：誕生日のお祝いありがとうございま

す。

2.成田みちよ：家族の誕生日のお祝いありがとう

ございます。

3.芹澤和子、4.植松　正、5.重光　純、6.鈴木良

則：加藤学園IACの皆様、本日は、よろしくお願

いします。

7.芹澤貞治：明日より、ガバナー補佐会議PETSで

甲府に行き、勉強してきます。

8.本村文一、9.杉山真一、10.成田みちよ：所用

につき、早退させていただきます。

幹事報告

1.他クラブの例会変更等

①沼津柿田川ロータリークラブ

　4月20日(月)　→例会変更（サインのみのMU受 

　付有り）

　4月27日(月)　→裁量休会

2.報告・連絡事項

①次週は、例会日変更4月4日(土)に、三島市のお

食事処「松韻」にて花見例会です。なお、送迎バ

スをご利用の方は、以下の出発時刻までに集合く

ださい。

原駅　17:25　→　沼津駅 17:45　

インターアクトクラブ活動報告　

　お招きいただきありがとうございます。今年度

の活動を報告します。　

　まず盲導犬の募金活動を行いました。イトーヨ

ーカドー三島店や校内で年間4回程やらせていた

だきました。子どもからお年寄りまで多くの方々

に協力していただきました。

　5月には、ロータリーの方々や特別支援学校の

方たちと海岸清掃を行いました。本校の暁野祭(

文化祭)では盲導犬のデモンストレーションと東

日本大震災の募金と、それぞれの展示を行いまし

た。

　6月に3年生が引退し、私達2年生を軸にした新

しい活動が始まりました。夏休みには、焼津青少

年の家での年次大会に参加させていただきました

。

　また、毎年恒例となっている24時間テレビでの

募金活動にも参加しました。その後、八月に豪雨

によって発生した広島県の土砂災害の募金活動を

学校で行いました。その結果、3万7千円ほどをボ

ランティア団体に送ることができました。

　11月に山梨県の南アルプス市で開かれた指導者

講習会に参加させていただきました。年末にはク

リスマス例会に招待していただきました。

　今年になって友愛ホームという介護施設へ行き

、沼津西ロータリークラブによる「車椅子贈呈式

」に参加させていただきました。そして部活動と

してもう一度ホームを訪問し、その際にたくさん

の実践的な体験をさせていただきました。今後も

定期的に訪問できたらいいなと思います。

　今後は盲導犬募金、エコキャップ運動などを予

定しています。キャップ回収は月に一回行い、今

回は34,400個でした。そして今までの累計は

179,176個で、これはワクチン213人分に値するそ

うです。生徒のみんなやロータリーの方々のお蔭

で、これだけ多くのキャップを提供することがで

きました。ご協力ありがとうございます。

　3年生になればすぐに引退の時が来てしまうの

で、下級生のお手本となるように最後まで一生懸

命活動していきたいと思います。ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　




